
 

＜要旨＞  

本研究では、久慈医療圏内で運用されている「北三陸ネット」及び情報連携機能「メルタス」について、地域の看護

職・介護職の理解促進と、必要とする機能について当事者同士が意見交換できる場づくりとして、座談会を企画・運営

した。参加者は72名、医療・介護・福祉に関わる関連職種が参加し、北三陸ネットの活用上の課題、北三陸ネットの活

用方法などについて、活発な意見交換を行うことができた。 

 

１ 研究の概要（背景・目的等） 

1.1. 研究の背景 

2001年に通産省の「ネットワーク化推進事業」によって全

国 26地域で地域医療情報連携ネットワークが初めて構築さ

れて以降、総務省の地域医療 ICT利活用事業や 2010年の地

域医療再生基金などの補助金交付により、全国各地に200を

超える多くの地域医療情報連携ネットワークが整備されて

きた。  

 地域医療情報連携ネットワークは、医師・看護職・介護職

とのメッセージのやり取りで活用している件数が多い。具体

的には、患者のバイタル情報・服薬情報・生活記録などを共

有している。その結果、細やかな患者の状況把握のための活

用や、体調変化による緊急対応の相談や入退院に関する相談

などにも活用していることが明らかとなっている。それらの

情報の多くは、医療介護専用の非公開型SNSを活用しやり取

りが行われている。しかし、課題も多く「関係職種の参加率

が少ないためあまり使用できない」、「関係者の ITリテラシ

ーの問題がありあまり使用できない」、などが挙げられてい

た（渡辺，2022）。 

岩手県は、5つの地域医療情報連携ネットワークを有して

いる。そのうち、久慈医療圏(久慈市、洋野町、野田村、普代

村)で運用されている「北三陸ネット」は、2016年から NPO

法人北三陸塾が運営している地域医療情報連携ネットワー

クである。令和 5年(2023年)5月現在、4つの病院、5つの

診療所、11の歯科診療所、14の調剤薬局、31の介護施設・

事業所、４つの地域包括支援センターが参加している。北三

陸ネット登録者数は、11,364人(令和5年6月20日現在)と

なり、久慈医療圏の人口58,000人の19.6%を占める。登録者

のうち 65歳以上は 44%、75歳以上では 60%と高齢者が多い

ことが特徴として挙げられる。 

このように、久慈医療圏の医療機関 167施設のうち 68施

設(41%)が参加し、北三陸ネットが目指す多職種(病院・診療

所・歯科・薬局・介護施設)による医療介護福祉の切れ目の

ない医療・ケアの提供を実現できるよう、年々機能拡張を続

けている。しかし、岡田らが 2023年に実施した「久慈地区

における医療・介護連携の中で療養支援に必要な患者情報を

つなぐための基盤研究」におけるヒアリング内容では、①診

療所、介護施設・事業所の参加が少ない。②看護職種(訪問

看護、病院看護師、診療所の看護職)間での情報共有がうま

くいっていない。③看護職・介護職が北三陸ネットについて

十分に理解できていないため、活用の方法がわからない。④

北三陸ネットについて、説明を聞く機会が少ない。などの課

題が明らかになった。 

1.2. 研究目的 

本研究では、久慈医療圏で医療機関・訪問看護・訪問介護

に就業する看護・介護職と情報交換する場を持ち、伝達する

情報についてそれぞれの違いを明確化し、さらに現在、北三

陸ネットで運用されている情報連携機能について、地域の看

護職・介護職の理解促進と、必要とする機能について当事者

同士が意見交換できる場を構築することとした(図１)。 
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２ 研究の内容（方法・経過等） 

 まず、久慈医療圏で、北三陸

ネットの活用に積極的な医療機

関の医師、看護師に本研究の趣

旨を説明し、協力を得た。さら

に、北三陸ネットを運営してい

る北三陸塾理事にも本研究の主

旨を説明し、座談会の企画・運

営について助言を得た。 

次に、座談会の案内等を久慈

医療圏内の医療施設、介護施設

130 施設へ案内を発送すると共

に、北三陸ネットの支援システムであるメルタス上の掲示板

にも掲載許可を得て、開催案内を行った(図2)。 

 当日は、北三陸ネットに関するミニレクチャーと座談会を

実施した上で、参加者に3つのテーマを提示し、興味がある

テーマについて、自由に語ることができるように企画者がフ

ァシリテートした。 

【座談会のテーマ】 

１．北三陸ネットの基本や使い方や疑問の解消や、使ってみ

ようと思える工夫を考える。 

２．メルタスの基本や日々の使い方や疑問の解消や、使って

みようと思える工夫を考える。 

３．久慈医療圏の医療・介護の課題をどう解決するか、現場

の課題を解決する新しい仕組み、ネットワークをさらに発

展させるアイディアの創出。 

 

３ 研究の成果 

3.1 参加者の概要 

 企画した座談会等への参加者は、総計 73名だった。参加

者の職種を表１に示す。 

表１ 参加者の概要 

職種 参加者数 職種 参加者数 

看護職 39 検査技師 1 

保健師 7 歯科衛生士 1 

介護職 10 事務 2 

医師 3 企業 2 

歯科医師 1 教員 5 

薬剤師 2 総計 73 

    

  
座談会の風景 

座談会実施後のアンケ

ートに回答した31名の

うち、看護職及び介護

職が 56.6％だった。ま

た、病院勤務者の回答

が 23.3％、次いで行政

20％だった。今回の参

加動機では、案内のパ

ンフレットを見たが最

も多く 51.5％だった

(表2)。 

 

3.2 理解度、満足度及び他職種とのコミュケーションにつ

いて 

 理解度、満足度及び他職種とのコミュケーションについて

10段階で評価した結果、満足度は平均8.2、北三陸ネットへ

の理解度は平均7.5、他職種・他業種とのコミュニケーショ

ンの深まりは平均 7.2 であり、おおむね良好な結果を得た

(図3) 

 

４ 今後の具体的な展開 

座談会後のアンケートでは、看護職や介護職が地域で連携

していく上で必要な取り組みとして、「医療介護職種の連携

意識の醸成と情報リテラシーの向上に向けた教育」「北三陸

ネットやメルタスの活用推進に向けた医療機関や介護施設

等への働きかけ」「継続的な座談会の企画」などが挙げられ

た。 

 今回のような、職場や職種の枠を超えて話す場を定期的に

持つことができれば、久慈医療圏内の人的ネットワークの強

化につながり、地域のより充実した医療連携を様々なアイデ

ィアを出しあいながら、構築することにつながると考える。 

５ その他（参考文献・謝辞等） 
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【職種】 回答数 割合
医療職(看護職) 10 33.3%

医療職(看護職以外) 5 16.7%

介護職 7 23.3%

事務職 5 16.7%

その他 4 13.3%

【所属施設】 回答数 割合
病院(20床以上) 7 23.3%

診療所(19床以下) 2 6.7%

訪問看護ステーション 1 3.3%

介護保険施設 5 16.7%

老人介護施設 4 13.3%

行政 6 20.0%

その他 5 16.7%

【参加の動機】 回答数 割合
研修会の案内パンフレット 17 51.5%

上司からの勧めがあった 5 15.2%

北三陸ネットを利用して 5 15.2%

個人のネットワークの中で知った 3 9.1%

その他 3 9.1%

図2 リーフレット 

表2 アンケート回答者の概要 

図3 アンケート結果 
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